
1 

 

 

 
 

 

 

 

仮想通貨 

１． 仮想通貨とは 

 仮想通貨は、暗号通貨として考案されたも

のだが、これを利用して「ピットコイン」や

「ネム」などの通貨が、インターネット上に

流れたことから、仮想通貨の事を「ピットコ

イン」とも呼ばれている。 

２．ピットコイン 

 ピットコインは当初、やくざやマフｲアが麻

薬の取引などに使っていたが、政情不安を抱

える国や自国の通貨を信頼できない人々が大

挙して買うという現象が起きため、価格が急

騰し、投機目的として使われだした。 

人がお金を通貨として扱うのは、それを「モ

ノ」として使うだけでなく、他の「モノ」と

交換するためである。しかし、人々はピット

コインが値上がりを期待する投機の目的で使

われ始めたので、お金として流通することは

困難となった。 

３． 仮想通貨の未来 

 お金（円）は、国（日本銀行）が管理して

いて、通貨としての価値を保証している。こ

れに対し仮想通貨は価値を誰も保証してくれ

ない。管理したり、責任を取ったりする存在

が無いのに、多くの人は、それを理解しない

ままに取引が進んでいる。 

中国や韓国を始め、海外の国々では、投機

手段として利用されており、仮想通貨を廃止

するなどの措置は不可能な状態である。 

国内の交換業者は、改正決済法の下で金融

庁に登録され営業しているが、海外の交換業

者はそうではない。G20 財務相・中央銀行総

裁会議でも、何らかの規制をすべきだと言わ

れているが、結論はでていない。巧妙に作ら

れた振り込め詐欺と言う人もいる。 （安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

びわこ彦根広報板 

〔２月の活動記録〕 

時間外預託点数 ６点 （１人） 

奉仕活動点数  ３点 （３人） 

                                                                                                                                                                                                                                                       

〔運営委員会・月例会〕 

実施  ３月６日（火）ＰＭ１：３０～ 

予定  ４月３日（火）ＰＭ１：３０～ 

 

〔２月の経過報告〕 

*宅老所の開催実績 

おしゃべり ４回３２名  

パソコン  ０回 

卓  球  ４回４５名   

読  書  １人１冊 

チビッコサロン５組１１名 

〔助け合い〕０ 

 

〔福祉調査センターの活動〕 

実施   ３月 ３件（外部評価） 

予定   ４月 ０件（外部評価） 

    

〔連絡事項〕 

・毎週１火曜はコンキ体操を行います。運動

不足になりがちな体を克服するためにも参

加をお願いします。 

・4 月 11 日（木）は、ナルクびわこ彦根の決

算の提出期限です。作成ができましたら、

岩崎さん尾高さん会計監査をお願いします。 

・4 月 14 日（金）宅老所補助金申請書の提出

期限です。 

・2018 年度「4 月 1 日～3 月 31 日」ボランテ

イア保険が更新されます。びわこ彦根は、

会員数 18 人、負担金（人数×130 円）で計

2,300 円の負担になります。 
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